
             首都大学東京教育改革推進事業 学長指定課題 
       主催：大学教育センター / 首都大学東京ＦＤ委員会 

  魅力ある授業を 
   設計するための 
    ポイントを 
   しっかりサポート！ 2019年度 第２回  

アクティブ･ラーニングセミナー 

  荒川キャンパスで開催する今回のＡＬセミナーは、ずばりルーブリック評価実践事例

の発表会です！学生のパフォーマンスを評価する上で、ルーブリックを授業に取り入れ
てみたいと思っているけど、なかなか導入に踏み切れない、本当に効果があるのか疑問、
といったお悩みを抱えている先生方も多いのではないでしょうか？ 
 今回は健康福祉学部でルーブリック評価を実践している２組の先生方の事例発表を通
じて、ルーブリックの効果や課題等について共有し、参加者同士で率直な意見交換を行
う機会を提供します。皆さん奮ってご参加ください！   

プログラム 発表者等 
事例発表①（30分） 
演習授業におけるルーブリック導入事例 

健康福祉学部 看護学科 
島田 恵 准教授・岡本 有子 准教授 

事例発表①（20分） 
レポート提出にルーブリックを活用してみた結果 

健康福祉学部 作業療法学科 
小林 隆司 教授 

総合ディスカッション （進行）大学教育センター  
松田 岳士 教授・近藤 伸彦 准教授 

日時 
・ 
場所 

● 参加対象者：首都大学東京の全教員（常勤・非常勤は問いません）   
● 参加費：無料 
● 申込方法：下記の担当宛に「第２回ＡＬセミナー申込み」と明記し、 
       １０月２日（水）までに事前にメールでお申込みください。 
● 申込先：南大沢キャンパス 教務課教務企画係 担当：宮本 
● メール：kyomu-kikaku@jmj.tmu.ac.jp  

● 電 話：042－677－2937（直通）/ 1035（南大沢内線）      
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